



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































が、see one, do one, teach oneと言って、「見
せる、やらせる、実際に説明させる」というの
をやっていて、小中学生でも定着量がよく、家
に帰るとき、「家の人に今日あったことを説明
しなさい」と言うと、きちんとやっている子と
いうのは、翌週、全然プレーが違うというのが
ありますので、アウトプットすることによって、
92
法政大学教育研究第七号
知識を与えるという目的を達成することができ
るのではないか、という、この２点です。
学習という行為に「楽しさ」を感じるか
橋本
　シナリオができているかのような方に、マイ
クが渡ったような感じですね。今の発言、つま
り後半の話は学習効果の話です。ほぼ同じスラ
イドが私の後の講演者のスライドの中にも出
てきます。10年ぐらい前に講演したときには、
私以外にはこれを使っている人はほとんどいな
かったのですが、最近は多くの方がこれに触れ
られます。要するに、どんな教育方法を採るか
によって、知識の定着度が違うということで
す。橋本メソッドでは、この学習ピラミッドで
は「グループ討論」という、下から３段目くら
いのところが当てはまりますが、それをすると
一方的な講義よりも10倍くらい知識の定着度
が高いというデータです。よく皆さん方もどこ
かで見られる図だと思います。最初はこのピラ
ミッドの形ではなかったデータなのですが、途
中から、「学習ピラミッド」と言われるように
なりました。
　さて、もう一つはなんでしょう。もう一つあ
るのです。先ほどの発言の前半部分、つまり、
「集中力を高める」、「メリハリをつける」そう
いうことも理由かもしれません。
　本当はここで、もう１分話し合ってもらうつ
もりだったのですが、もう時間がありません。
実は答えは既に出ているのです。あるいは、私
が既に示しています。
　どういうことかというと、最初の写真をもう
一度思い出してください。学生たちの多くはど
んな表情でしたか。つまり、こういうやり方
をすると、楽しくなってくるのです。つまり、
「学習を楽しく行わせるため」というのがもう
一つの理由です。知識の定着も大事なのだけれ
ども、学習という行動自体に「楽しさ」を感じ
るかどうかは、私はとても大事な部分ではない
かと考えます。中教審答申を丁寧に見ていくと
よくわかることなのですが、文科省の方針の中
に、「楽しさ」という言葉はほとんど出てきま
せん。ですから、ある意味、盲点なのです。私
の実際の授業をみるとよくわかりますし、他の
方のアクティブラーニング系の授業でも大抵、
学生はイキイキして楽しそうです。笑顔とか、
目の輝きとか、そういうものが実感として伝わ
ります。皆様に今日は３分×３で９分喋っても
らっているのですが、みんなで議論すると楽し
くなりますね。ですから、授業だけではなくこ
れはFDの世界でも大事ではないかと思います。
加えて、今日は学生さんも参加者に少し入って
います。いろんな方が加わると、いろんな多様
な考え方というか、多角的な検討ができますか
ら、その分、得られるものも大きくなると私は
考えます。
ディープ・アクティブラーニング
　さて、この言葉も最近よく使われるようにな
りました。単にアクティブラーニングではなく
て、前にディープを付けました。K大学がK都
大学に更に変わっており、だんだん匿名ではな
くなっていますが、そこにはよく御存じの通り、
M上先生の他に、M下先生という方もおられ
て、このあたりが、アクティブラーニングをす
るなら、意味のある内容・方法、そういうもの
をしっかり練ってやるべきだとしきりに主張さ
れています。つまり、“ディープさ”が必要だ
と言っています。学修としての深さ、あるいは、
何の、知識を身につけさせるか。そこのところ
をしっかり考えないといけないというわけです。
アクティブラーニングはただ動き回るだけ、た
だ、話すだけということになりがちで、それで
はだめだ、言わば釘を刺しています。
ライト・アクティブラーニング
　これに対して、私が最近使い始めたことは、
ライト・アクティブラーニングです。今日のタ
イトルにも付けました。多人数講義の場合にも
アクティブラーニング系の要素を入れるという
93
第10回FDフォーラム　「大人数授業での工夫」
ことは大事だという点は既に述べた通りですが、
ただしそれは、ライト・アクティブラーニング
でいいのではないかというのが私の考えです。
　ライトとは何か。三重の意味が入っています。
① 　light……学生が「軽いノリ」でそれに応
じてくれる、あまり負担を感じない、教員も
比較的軽負担である。笑顔溢れる明るい雰囲
気、これがライト・アクティブラーニングで
す。
② 　write……外国人には怒られるような気も
しますが、日本人にはどちらもライトなので
す。話すのは苦手でも、書くということだっ
たら、まあまあできる。これも大事な部分で
はないかと思います。
③ 　right……さらに、wの取れたほうのライ
ト。別に右翼になれとかではなくて、「正し
い」という意味でライトを考えます。これこ
そが正しいアクティブラーニングの姿ではな
かという思いが私の中にはあります。
これも双方向
　今日の参考資料、先ほどの授業の説明の最後
ぐらいのところに、シャトルカードを付けまし
た。この話をやり出すと、この話があまりにも
衝撃的で、そっちにばかり気が行ってしまう人
がいるので、あくまで参考までにご覧いただき
たいのが、授業ツールとしてのミニッツペー
パーすなわちシャトルカードです。そもそも最
後に感想や質問を書くミニッツペーパーは既に
多くの方が取り入れられているでしょう。但し、
このツールでは教員のリアクションの仕方が重
要です。別に私と同じ対応をする必要はありま
せんが、そのやり方を今一度再考してみてくだ
さい。
　あるいは今日の講演のように、話し合いをい
れることも有効です。こういうことを提案する
と、よく「理系の授業で、教えることが多すぎ
て時間的に余裕がないし、もし話し合いをやら
せても、とても話し合いにならない」と言われ
る先生がいるのですが、本当に３分の余裕もあ
りませんか。たとえば、そこまで教員が15分ぐ
らい説明したことを隣同士で教え合うとか、理
解の程度を確認し合う、こういうことでも結構
効果はあるのです。さらに今日はリモコンがな
いために、どちらかというと演台にいる時間が
長かったのですが、リモコンを用意してスライ
ドをどこからでも送れるようにしておけば、教
員が教室の色々な場所で授業を展開できます。
教員が自分の近くで話すというだけでも学生の
学ぶ姿勢は変わってきます。これなどもわりと
大事な要素になります。
　ですから、そういうことを含めたライト・ア
クティブラーニングなら、今までの授業のやり
方を大きく変えることなく取り入れられるので
はないかと思うのです。
　そんなことでいいのかという疑問・反論も出
てくるかもしれませんが、それでいいと思いま
す。そういうのが出てきた段階で、では自分が
求めるアクティブラーニングはどういうものに
すべきかということを考え出したり、話し合っ
たりする。そういうことにつながれば、非常に
好ましいのではないかと思うのです。
　一方で、「橋本メソッド」を実際にされてい
る方、あるいは私も含めて、こっちの方がいい、
いやいやこっちだというような話で、いろいろ
せめぎあうということが、ある意味、発展に繋
がるのではないかとも思います。
　ちょうどお時間です。積極的なご参加、あり
がとうございました。以上です。
司会
　橋本先生、どうもありがとうございました。
まさに、アクティブ基調講演を今日はいただい
たと思います。17年間の振り返りから、橋本メ
ソッドの紹介、３つのポイントとして、学生の
負担、無理のない主体性、一緒に授業を作る、
授業の多様性の重要性、アクティブラーニング
の保護者のニーズというところにも着目してい
ただきました。そして、学生の本音の部分、知
識定着、最後のところのライト・アクティブ
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ラーニング、私の授業でも「わからないとこ
ろ、教えていいよ」というと、学生さん勝手に
立って歩いてくれます。その方が、学修の定着
率は間違いなく上がりました。また、こういう
ところも、ライト・アクティブラーニングでヒ
ントにさせていただきたいと思います。シャト
ルカード、資料で入っていましたが、私、東北
大学で橋本先生が実際に書かれているのを見ま
した。本当に少ないお昼の時間を利用して、こ
のシャトルカード、書かれています。そういう
点も是非覚えておいていただきたいと思います。
改めて、どうもありがとうございました。
　では、続きまして一つ目の話題提供に移らせ
ていただきます。「大人数授業での試行錯誤～
追手門学院大学の場合～」と題しまして、追手
門学院大学基盤教育機構長でいらっしゃいます
梅村 修先生、よろしくお願いいたします。
話題提供
「大人数授業での試行錯誤 
～追手門学院大学の場合～」
梅村 修 氏
（追手門学院大学 基盤教育機構長 教授）
　橋本先生の大変味わい深い、そこはかとない
ユーモアの漂う講演、私はとてもできそうにな
いので、気が重いのですが、話題提供というこ
とで、「大人数授業での試行錯誤～追手門学院
大学の場合～」と題しまして、話をさせていた
だきます。追手門学院大学の梅村と申します。
よろしくお願いいたします。
　さて、「おおにんずう」なのか、「だいにんず
う」なのか、よくわからないのですが、同じも
のを指しています。クラスサイズの大変大きい
授業というのは、皆さんもご経験あると思いま
すが、授業のマネジメントがやりにくいです。
その結果、クラスが崩壊したり、また、途中で
学生が来なくなったり、果ては退学してしまう
という、そんな事態が本学でも起きています。
　追手門学院大学では、現在、共通科目を中心
にしまして、79科目168クラスもの大人数授業
が行われています。大変な数のクラスが大人数
授業で行われていまして、先生方、苦慮なさっ
ています。たぶん、どこの大学でも同じ事情が
あるのではないでしょうか。このような大人数
授業をまともにするのは大変至難の業です。授
業崩壊の温床と言ってもいい。なんとかならな
いかという、そういう共通認識を我々は持って
いるのだと思います。古くて新しい大事なテー
マだと思います。
　さて、今日は、このような話の流れで参りま
す。大変シンプルでして、３つの試行錯誤を過
去、現在、未来に分けてお話したいと思います。
３つの試行錯誤
　本学における最初の試行錯誤ですが、「伝統
的な講義法を見直す」ということです。少人数
双方向、参加体験型の協働学習、これは現今、
大変もてはやされています。それに対して、伝
統的な大人数を対象とした講義、これは目の敵
にされているようなところもあります。しかし、
大学の教員たるもの、きちんと講義ができなく
てどうします。私は上手に学生を惹きつける、
魅力的な講義ができるようにならなければ、い
けないと思います。
　アクティブラーニングの手法とか、様々な小
道具、そういうものを使わなくても、アクティ
ブで、双方向な授業というのは可能であると私
は信じていますので、この試行錯誤を最初にお
話しさせていただきます。
　２つ目の試行錯誤は、現在我々が取り組んで
いることですが、「大人数には、大人数で当た
る」ということです。大学は今、ユニバーサル
段階に入ったなどと言われまして、もはやエ
リートだけが通うところではございません。学
力も学習習慣も意欲もまちまち、等質でない学
生を相手に我々は授業をしなければなりません。
そういう学生がたくさん集まった大人数授業、
多様な学生が集まる教室でいい授業をしようと
思うなら、教員集団もチームで臨まなければな
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らないと思います。ただ一人の教員では、すべ
ての学生を満足させるような講義は難しくなっ
てきていると私は思っています。ということで、
２番目の試行錯誤としては、「大人数には大人
数で当たる」、大人数の学生には、教員のチー
ムを組んで当たる、こういう話をさせていただ
きたいと思います。
　３番目の試行錯誤、これはまだ手がけたば
かりで何の成果も上がっておりませんが、「笑
い」を活用した教育プログラムです。追手門学
院大学の学長は坂井東洋男と申します。９年間、
京都産業大学の学長をしていましたが、坂井学
長は人前に立つだけで、笑いを誘う、そういう
お人柄の方です。「笑い」というのは、「楽し
さ」につながります。先ほども、橋本先生のお
話にありましたが、大人数の講義の中で、アク
ティブラーニングを行う一つの効用として、楽
しさがある。楽しさは、まさに笑いとつながっ
ています。笑いに何かヒントがあるのではない
か。こういう話をさせていただきたいと思って
いるわけです。
　これから順番にお話させていただきますが、
今、いろいろな大学の大人数授業、双方向の授
業の中で、さまざまなアクティブラーニングの
手法や小道具が使われています。
　最初に挙げましたのは、クリッカーです。大
変な優れもので、学生の回答に対して、即時に
フィードバックができる。学生は正解のみなら
ず、自分のクラスにおける位置を確かめること
ができます。それがクラスの一体感の醸成にも
つながっていて、大変いいです。時間を区切っ
てやれば、ゲーミフィケーション的な要素も加
味できます。
　こちらは、コミュニケーションカードです。
２択の問題にまず個人で答えさせる。そして二
人ペアになって、意見をシェアさせる。そのあ
と発表させる。私も時々やっています。
　こちらは、先ほども橋本先生の話に出て参り
ましたが、シャトルカードです。私も橋本先生
に負けず劣らず、赤ペンで一生懸命、毎日毎日、
170人の学生にコメントを書いて、返していま
す。こういうものは、学生にとっては、ラーニ
ングポートフォリオにもなるのです。自分の学
びを振り返るいい機会になります。私は面白い
コメントがありましたら、それを授業新聞のよ
うな形にして、まとめて学生に配布するという
ことも長らく続けています。
　こちらは、グループワークをしています。付
箋と模造紙を出して学生がいろいろ議論してい
ます。この写真は、たまたま、高校生と大学生
がいて、こちらに歌手のアグネス・チャンさん
がいますが、グループワークにビジターセッ
ションを入れ込んで、異種混合試合を仕組むと
大変面白くなります。一つの議論に深まりと広
がりが生まれてきます。この時には、アグネ
ス・チャンさんが「夢と理想」という話をな
さったので、「では夢と理想はどこが違うのだ
ろう」というテーマで高校生と大学生が議論を
して、発表して、共有しました。
　これは今、流行りの反転学習、逆転授業です。
いわゆる従来の講義を自宅で宿題にし、演習を
教室の中で行うということです。
　こういったアクティブラーニングと言われる
もの、私もイヤと言うほどやっています。
その１　伝統的な講義法を見直す
　今日お話しするのはそういう話ではありま
せん。まず、最初の試行錯誤の１ですが、「伝
統的な講義方法を見直す」。講義法というのは、
改めて申すまでもありません。講義法は、今、
目の敵にされていると言いましたけれども、一
度にたくさんの情報を多くの人間に伝えること
ができる、極めて効率的な授業の方法です。反
面、学生たちは受け身になりますから、睡眠と
か私語を誘発しやすい。長時間に渡る場合は非
常に高度な技術が要求されます。
　私は伝統的な講義法でも、充分アクティブで
双方向な授業はできるのではないかと考えてい
ます。アクティブで双方向な授業といいますの
は、必ずしもアクティブラーニングの手法とか
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小道具を使うこととイコールではないと私は
思っているのです。
　さて、この法政大学でも盛んに行われていま
すが、追手門学院大学は、学生FD活動と言わ
れる、学生参加型FDの拠点校です。私は2009
年からこの活動を学生と共に、進めて参りまし
た。その学生たちが2010年から、やっている企
画の一つに「Best Teacher Award」というの
があります。先ほど、この外濠校舎を入ろう
としましたら、なんと法政大学でも「ベスト
ティーチャー賞」というのをやってらっしゃる
のですね。川上先生、いつからやっていらっ
しゃるのですか。昨年ですか。では、我々の方
が早いです。この「Best Teacher Award」と
いうのは、学生たちが全学アンケートをやりま
して、ピカ一の先生を一人選んでもらいます。
そして、そのピカ一の先生をランキングして、
大学内のwebサイトにあげます。キャンパスレ
ポートというのですけれども、このようなQR
コードを作りまして、スマホからいくらでも結
果がみられるようにします。これは、エレベー
ターの中に貼ったポスターです。
　この「Best Teacher Award」に選ばれた先
生方の授業を、私はできる限り参観させていた
だいています。そうすると、一つ気付くことが
あります。決してアクティブラーニングの手法
や小道具が乱れ飛んでいるような授業ではない
のです。ほとんど大人数授業の担当者ばかりで
す。中には、少人数で双方向・参加体験型の授
業をやっていらっしゃる方も見られますが、ほ
とんどが大人数授業です。当然ながら、伝統的
な講義法による科目である場合が多いのです。
　学生の集中度は極めて高いです。静穏な教室
環境がきちんと保たれています。ですが、一見
したところ、全然、双方向ではありません。
　つまり、クリッカーが打ち鳴らされているわ
けでもなく、シャトルカードが行き交っている
わけでもなく、グループワークがなされている
わけでもないのです。一見したところ、全然双
方向ではない、にも関わらず、一体感がありま
した。
　ここで私は、こんなふうに思ったのです。ア
クティブラーニングの小道具や手法が使われて
いるからと言って、インタラクティブな授業が
成立するわけではない。また、逆に、一方的な
知識注入型の授業だからといって、双方向の関
係性が成り立たないわけでもない、と。
仮説
　私は次のような仮説を立てました。「学生の
集中力を維持して、前向きな意欲を賦活する大
人数授業、能動的・主体的な学びを引き出すよ
うな大人数授業というのは、コンテンツを差し
出す、つまり講義をする教師の教える内容、コ
ンテンツを差し出す『教師のマナー』となんら
かの関係があるのではないか？」
　つまり、魅力的な講義法の授業には、聴き手
――講義の場合、学生――に対する、なんらか
の配慮や気配りが蔵されているのではないか。
こういう仮説を立ててみたのです。これはどう
いうことかといいますと、大人数授業の場合、
前で先生が話をして、学生たち聞いていますが、
この間に目に見えない、いわゆるメッセージの
キャッチボールのようなものが行き交っている
のではないかということなのです。
　たとえば、「私の声が届いていますか」と、
隠れたメッセージを教師が発信する。もちろん、
あからさまにそういう発言するわけではありま
せん。そういうメッセージを言外に含んだ言い
振り、素振りをするということです。さて、そ
れに対して、学生は「はい、きちんと届いて
いますよ」と、やはり言外に伝える。教師：
「回路つながっていますか」、学生：「つながっ
ていますよ」。教師：「みんな、ついてきていま
すか？」、学生：「ついてきてますよ」というよ
うな、無言のキャッチボールが教室の中を飛び
交っているのではないか。
　つまり、双方向が成立する大人数授業には、
学生を等閑にしない、「きめ細かい講師の慮
り」が、講義談話の中に隠されているのではな
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いかと私は思ったのです。
言葉の「交話的機能」
　ロシアの言語学者に、ローマン・ヤコブソン
さんという人がいます。この人が、言葉の交話
的機能ということをいっています。
　「････メッセージの中には、伝達を開始した
り、延長したり、打ち切ったり、あるいはまた
回路が働いているかどうか確認したり、（たと
えば、電話で「もしもし、聞こえますか」）、話
し相手の注意を惹いたり、相手の注意の持続を
確認したり（「ねえ、聞いているんですか？」
とかシェークスピア風に言えば「お耳をお貸し
くだされ」、先方の電話口では「はい、はい」
という、コンテンツの外側にあるもの）するの
に役立つものもある。これはまた小児が獲得す
る最初の言語機能であって、小児は情報をもっ
たメッセージの発信や受信ができるようになる
以前に、すでに伝達を行おうとしたがるのであ
る」こんなことを言っているのです。
講義談話に現れる「メタ言語的表現」――
調査
　ということで、私はこの「講義談話の中にお
けるメタ言語的表現の種類と頻度の調査」とい
う研究を試みたことがあります。配慮とか、気
配りとか、極めて情緒的なものですので、定量
的に把握するのが難しいのですが、講義談話に
現れるメタ言語的表現の種類、そしてその頻度
の調査をしたことがあります。このような方法
です。
　授業アンケートで、「学生の反応や理解を見
ながら授業を進めていてわかりやすい」という
評価を受けた授業を、全部、録音・録画しまし
た。そして全編、文字におこしました。そして
その講義談話に現れるメタ言語的表現の種類と
頻度を調べたのです。
　ところで、メタ言語的表現とは耳慣れない言
葉だと思うのですが、談話や講義の聞き手（学
生）が行わなければならない情報整理の負荷を、
話し手（教師）が、聞き手（学生）に代わって
行う言語表現のことです。
　もう少し具体的に申し上げます。たくさん、
あるのです。たとえば、代表的なもので、「自
己発話焦点化」というのがあります。
　講義の中の先行発話（授業の中で述べた事柄、
前回の講義内容、視聴したVTRなど）に焦点
を当てて、話題展開のきっかけにしたり、聞き
手に以前の内容をリマインドさせたりする表現
です。みなさんもしょっちゅう使っていらっ
しゃると思います。
　「この前もお話ししたように」
　「最初に言いましたように」
　「今言ったことを念頭において」
　このような言葉――メタ言語的表現です。
　それから、「後方照応型総括」という言い方
があります。これから述べる内容の要旨、ト
ピック、機能、様態を先に挙げ、後にその説明
が続くことを示す表現です。例えば、
　「ひとつ、大問題があります」
　「次のような関税率を考えることができます」
　「お～、こんな風にまとめられるかと思いま
すね」
　「さて、えー、･･･教師のほうとしては、こう
まとめます」
　という感じです。これから述べる事柄につい
て、前触れする、予告する、このような言い方
です。
　それから「サブポイント提示」と言いまして、
これから言うこと、もしくは既に述べたことを
箇条書きに述べる表現です。
　「この売り方を３つ言います」
　「有名な人の名前を二人挙げました」
　「私の場合は２つに分けて考えているという
ことです」
　という感じです。「アナロジー」とか「保
留」という言い方もあります。これを全て説明
していると、全く時間がないので、先に行きま
すが、こういったように、学生からわかりやす
いという評価を受けている授業を全て書き出し
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てメタ言語的表現の種類と数を数え上げて、こ
のような形で表にまとめました。
調査結果――教師の語り口のあり方
　ここに７人の先生の結果がまとめてあります。
グラフの横軸は、メタ言語的表現の種類をあら
わしています。１番から23番まであります。縦
軸は、メタ言語的表現の講義の中での現れた回
数を指しています。詳しく一人ひとりについて
みていく余裕はないのですが、みなさん、お分
かりのように、「わかりやすい講義談話」とい
うものは、非常に多種多様なのです。メタ言語
的表現がたくさん使われていることは、間違い
ないのですが、人によって現れ方が非常に違い
ます。ですから、この棒グラフのスカイライン
みていただくと、非常にまちまちだということ
がお分かりになると思います。
　たとえば、講義Aは、経営学部の先生です。
際立った特徴は、22番と23番が突出しているこ
とです。22番は発問で、23番は指示です。そう
いうメタ言語的表現が多く使われています。こ
の先生は、大教室をマイク片手に歩き回り、学
生にクイズ形式で質問して正解・不正解を明快
に示していきます。学生の集中力を一時も逸ら
しません。教室は水を打ったように静まり返っ
ています。
　次に、講義Cをご覧ください。こちらは、講
義Aとはうって変わって22番、23番の表現は一
切ないのです。つまり、発問と指示は全く使わ
れていない。それに対して、目立つのは、５番
の前方照応型総括と、６番の後方照応型総括の
機能、つまり、ひとまとまりの話段の終結と
共に、必ずと言ってよいほど、一呼吸おいて、
語ってきたこと、またはこれから語ることを
概括するのです。学生の前で、「今まで、こう
言ってきましたね」とか「これから、こういう
ことを言いますよ」という予告、もしくは総括
をします。
　そして、講義Dにも著しい特徴があります。
それは照応表現の偏りです。「４番の自己発話
焦点化」、「５番の前方照応型総括」、「10番の敷
衍・換言」のような、今述べた、もしくは述べ
てきた事柄を取り上げて、その基盤の上に新し
い談話を積み上げていく語り口をなさる方です。
　少し早口でわかりにくかったかと思いますが、
このように、大人数授業の教室で双方向型授業
が成り立つには、何よりも話し手の「教師の語
り口のあり方」が大事ではないかと、私は思っ
ています。講義談話では、コンテンツの質と同
等、または、それ以上に、「コンテンツを差し
出すマナーのあり方」が問われるのです。これ
も、この調査を通じて明らかになったことです。
　ただ、メタ言語的な表現の現われから、どの
講義は優れていて、どの講義は劣っていると決
め付けることはできません。また、講義に要し
た時間も、話の内容も、学生も違いますから、
優劣つけるのは正しくないです。それに、「わ
かりにくい」と評判のよくない授業にも、同じ
調査をして、比較・対象することが必要なので
すが、まだそこまで手が回らないというのが実
情です。
双方向とは対人関係のあり方
　それはさておいて、「わかりやすい」という
授業、双方向が成り立っているというような授
業には、必ず教員の学生に向けた配慮があると
いうことがわかります。考えてみれば、大人数
授業であろうと、なかろうと、対人関係は常に
双方向であるべきです。双方向とは、技法のこ
とではなく、対人関係のあり方のことではない
か。もう少し言えば、聞き手、つまり学生に対
する話し手、つまり教師の、興味とか敬意とか
といったものの表れが、メタ言語的表現になっ
て出てきているのではないかと私は思います。
　ということで、「聞き手を置き去りにした授
業」、あるいは「学生の理解を顧慮しない授業」、
「自己満足で独りよがりな授業」、こういった
ものは、双方向授業の対極にあるものだと私は
思うわけです。
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その２　大人数には大人数で当たる
　あと２つ、試行錯誤の話をしなければなりま
せんが、あと２つは非常に簡単ですので、すぐ
におわかりになります。今、一つ目の講義談話
の話をしましたが、次は、「大人数には大人数
で当たる」という話をさせていただきたいと思
います。
　私は今、「追手門UI論」という自校教育講座
を受け持っています。こちらは、月曜日から金
曜日まで、毎日３時間目に開講しています。
　1800人の新入生を10クラスに分けます。１ク
ラス180人になります。大人数授業のパイロッ
ト型の授業です。
　対象は初年次生で、ほとんどの学生が不本意
入学、偶然入学で入ってきた学生です。追手門
学院のことをご存知の方は少ないと思いますが、
関関同立に落ちた、もしくは産近甲龍に入れず、
不本意な思いを抱いて入学する学生がほとんど
です。または、大人や教師の言うまま、たまた
まこの大学を選んだ、いわゆる偶然学生がとて
も多いのです。当然、彼らには追手門に対する
帰属意識はなくて、自己肯定感に乏しい。こう
いった学生たちに、なんとか半年間の自校教育
講座を受けさせて、「この大学でいいんだ」と
いう安心感を抱かせたい。できれば自信を身に
つけさせて、「追手門で頑張ろう」という気に
させなくてはなりません。こういう授業を私は
担当しています。
　そこで、追手門UI論では、在校生、教員、
職員、卒業生、理事長、学長が、入れ代わり立
ち代わり、登壇して、新入生にメッセージを発
信するということをやっています。教職員チー
ムで大人数授業に対処しているのです。
追手門UI論とは―― 「一歩、踏み出せ」
　こちらが、私がこの春先に行った15回の授業
の一覧表なのですが、５人の先生がいまして、
月曜日、火曜日、水曜日、木曜日、金曜日、５
人の先生が、15回、チームを組んでやっていま
す。この詳しい内容を説明する時間はないので
すが、例えば、学院の歴史を研究している人た
ちに登壇してもらい日ごろの研究成果を語って
もらう、また、この学校で意欲的に活動して
いるピアサポーターの学生、学生FDスタッフ、
企画広報スタッフ、そういった学生たちに自分
の成長について語らせる、また、追手門学院大
学の発祥の地・大阪城三の丸までバスツアーを
敢行して、生き字引と言われている小学校の校
長先生の話を聞かせる、など多彩な授業を展開
しています。
　こちらは、追手門学院大学で、世界一になっ
た学生、もしくは日本一になった学生です。こ
んな学生たちが、後輩の新入生に圧倒的なパ
フォーマンスをみせています。こちらは、校友
会の偉大な先輩たち。彼らに、大学の過去、そ
して現在を語ってもらう。最後に学院歌を一緒
に歌う、こんなことをやっています。
　こちらは大学の職員さんです。いろいろな部
署で自分たちがなぜ、この大学で働いているの
か、そういった想いを語ってもらいます。大学
の職員というのは、今、学生にとって大変人気
の職種です。でも、何をしているかわからない。
どうしてこの大学で、この人たちは働いている
のだろうか。自らのアイデンティティについて、
肉声を持って語ってもらう。
　そして、教員にも登壇してもらいます。さま
ざまな先生に「なぜあなたは追手門学院で教鞭
をとっていらっしゃるのですか」と問います。
そして最後に、学長と理事長にきてもらって、
学生たちにメッセージを発信してもらう。
　詳しくご紹介する時間がありませんが、この
15回の追手門UI論～自校教育講座に、いろい
ろな人に登壇してもらいました。彼らが発信し
たメッセージは、たった一言です。「一歩、踏
み出せ」ということなのです。「追手門に入っ
て、ウジウジするな」、「新しいことをやってみ
よう」、「なんとかこの大学で頑張ろう」こうい
うメッセージを15回の授業を通じて、一貫して
発信し続けました。
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学生の反応
　これは、ある学生さんが書いてくれた手記で
す。別にいいものを選んで持ってきたわけでは
ありません。せっかくですから、読んでみたい
と思います。
　「僕は今まで追手門学院大学にはあまりいい
印象は持っていませんでした。最初は摂南大学
を目指していたのですが、試験に落ちてしまい、
仕方なく追手門に来ました。授業にもあまり身
が入らず、何かしたいという気力もおきず、つ
まらないと思っていました。しかし、この追手
門UI論を受けているうちに、いつの間にかこ
の授業が楽しみになっていました。授業の中で
いろんな人々の話を聞き、興味を持ち、どんど
ん惹かれていきました。僕もこの授業を必修に
するのは大賛成です。きっとこの授業を受けて
いないと、他の学生さんたちは自分がどんなに
素晴らしい大学にいるのか分からないと思いま
す！よりたくさんの人が自分の通っている大学
がどんなに素晴らしく、魅力的な大学なのか知
るべきだと思います。貴重な体験をさせていた
だいて本当にありがとうございました。」
　という、涙が出るような手記を寄せてくれた
わけです。こういう手記が40枚、50枚、100枚
とあるのです。
その３　「笑い」を活用した教育プログラム
　最後に、３番目の試行錯誤、これは今、やり
始めたところですから、簡単にお話が可能です。
「笑い」を活用したプログラムです。
　こちらをご覧ください。先ほどの橋本先生の
教室風景みたいですが、大人数のオーディエン
ス、学生たちが、声を揃えて一斉に笑う、そし
て微笑む。講義を聞いている学生がどっと沸く
という、こういう授業。こういう授業こそ理想
的な大人数授業の一つのあり方だと私は思って
いるのです。このように、学生が笑う。みんな
と体を同調させ、共振させて笑うということが
起きるには、一つ、条件があると思うのです。
それは、前に立っている先生の話や学生の話を
集中して聴いている、もしくは見つめていると
いうことです。その集中がはじけた時に、笑い
となります。
　「緊張と緩和」が笑いを誘発するなんて、よ
く言いますが、なんとかして大人数授業で、
「集中と緩和」を作り出すことはできないかと
考えているのです。
笑学研究所設立
　それで、10月９日、追手門学院大学はお笑い
の研究所を作りました。みなさんのお手元に、
このようなチラシと、笑学研究所のパンフレッ
トがあると思います。来る11月26日、来週の木
曜日ですが、この笑学研究所の記念シンポジウ
ムがあります。大変な人気で、もう残席はわず
かしかないのですが、まだ、大丈夫です。もし、
ご興味のある方、是非とも追手門学院大学まで
いらしてください。お笑いユニットのロザンも
参ります。この笑学研究所の規程はこのように
なっています。主な事業の一つとして、「笑い
を活用した教育プログラムの研究」ということ
が打ち出してあります。実際にもう、始まって
います。このロザンのお二人、左側が菅さんで
す。右側が宇治原さんです。左側がボケ、右側
がツッコミです。このお二人、客員教授になっ
て、追手門学院大学のさまざまな行事、オープ
ンキャンパスや、模擬授業や、そういう企画に
出演してくださっています。入学式の時には、
ビデオレターも寄せてくださいました。
　社会学部のパンフレットにもお二人の姿が掲
げられています。
　ということで、今、笑いをなんとか大人数授
業の中に、上手く組み込むことができないか。
笑いの研究というのを始めているところです。
　こちらにもメールアドレス書いておきました。
もし、もう少し詳しい資料がお入り用の方は、
是非ともアクセスしていただきたいと思います。
　ありがとうございました。
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司会
　梅村先生、ありがとうございました。３つ
の試行錯誤ということで、「伝統的な講義法を
見直す」、「大人数には大人数で当たる」、「“笑
い”を活用した教育プログラム」、無言のキャッ
チボール、それから、語り口のあり方の大切さ、
自己教育講座の取り組みとして、「一歩、踏み
出せ」は、是非うちの学生さんにも言って欲し
い一言だと思います。
　そして、最後の笑いは、やはり楽しいところ
につながると思います。どうもありがとうござ
いました。
　続きまして、二つ目の話題提供に移りたいと
思います。「社会科学系授業におけるアクティ
ブ・ラーニングの試み」と題しまして、日本大
学法学部教授でいらっしゃいます佐渡友哲先生、
よろしくお願いいたします。
話題提供
「社会科学系授業におけるアクティブ・
ラーニングの試み」
佐渡友 哲 氏
（日本大学 法学部 教授）
　みなさま、こんにちは。日本大学の佐渡友と
申します。
　お二人からお話を伺って、橋本先生からは、
実戦でやられている「橋本メソッド」が大変勉
強になりました。梅村先生のお話も、かなり実
践的で“笑いをとる”ことの大切さを指摘され
ました。私も笑いをとることでは、かなり努力
しているのですが、大体オヤジギャグになって
しまうのです。なので、なるべく避けようと今
は考えているところです。
　先ほど、橋本先生からは、ライト・アクティ
ブラーニングというのがありましたので、私は、
ディープという方を紹介したいと思います。
　大人数教室ということで今日お話するのは、
私の授業の「国際関係論」での試みです。およ
そ300人収容の講堂で、150人くらいの学生を対
象に授業をしています。椅子は動きません。そ
ういうところで、アクティブラーニングはどの
ようにできるのか。私の工夫をお話したいと思
います。「大教室でも、それなりに対話ができ
る」ということを、具体的な事例を基に、ご紹
介したいと思います。
学習のピラミッド
　まずスライドにあります「学習のピラミッ
ド」をご覧ください。これは米国の研究所で作
成されたもので、最近では日本でもアクティブ
ラーニングの効果を説明するときに使用され、
私たちの大学のFD推進センターでも、基本な
共通理解となっています。三角形の頂点に講義
型の授業があり、下へ行くほど参加型・体験型
の授業が示されています。学生の学習定着率の
向上にはアクティブラーニングが効果的である
ことを示しています。ピラミッドの底辺には
「教える」とあります。まさに「教えることは
学ぶこと」を物語っています。この指摘が事実
とすれば、教員は、教えながら、自ら学んで知
識を持続可能にして、給料をもらっていること
になります。
　学生はやはり、討論したり体験したりして、
学習の効果が上がり、興味がわきます。それ以
後、学生はかなり積極的になります。資料を読
み、ネットの情報を検索し、討論して。プレゼ
ンも非常にうまくなります。私のゼミでは毎年
15人くらいの学生を海外に連れていくのですが、
海外から帰ってくると学習の姿勢がかなり変わ
ります。いろんな資料を自分で検索し、グルー
プで研究に向かっていろんなことを主体的にや
り始めます。最後は非常にうまいプレゼンをす
るようになります。
　体験というのはすごく大事です。それから、
もちろんプレゼンというのは、みんなの前で
自分の考えを報告することですから、大事な
スキルです。授業では視聴覚も私は使います。
DVDを使って、そのあと議論したりするので
す。これも、効果的だと思います。映像はピラ
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ミッドの上半部分にありますが、私はこれを
もっと下にさげてもいいと思っています。半年
前に観たDVDの内容を覚えていて質問してく
る学生もいます。私たちは昔ながらの講義をし
て、学生が顔をあげてみんなまじめに静かに聞
いていると、それで教員は満足することがあり
ます。自分が話したことを100％理解してくれ
たと、思っていたのです。何十年も大学の先生
はそう思っていたのです。本当はそうではない
のです。このピラミッドでよくわかります。
３つのキーワードの学修
　次のスライドです。これはもう、みなさんご
存知のとおり、今、大学で求められているのは、
初年次教育、反転授業、能動的学修（アクティ
ブラーニング）です。
　アクティブラーニングというのは、教員が知
識を教える、一方的な教育ではないというこ
とです。教員はむしろ、ファシリテーターにな
る。ファシリテーターというのは、自分の知識
を与えるのではなくて、進行役なのです。意見
を引き出す人です。それから、学生の自主性に
期待する人なのです。30年間も一方的な講義を
やっきた教員には、これがなかなかできないの
です。このような手法は、時間の無駄だと思っ
たり、あるいは、教えたいことが教えられなく
なってしまう、と感じてしまうのです。ところ
が、ファシリテーター役になると、実はおもし
ろいことがいっぱいでてきます。学生も主体的
に話しますし、教員もそこから学ぶことが出て
くるのです。あとで、実践のところで紹介します。
　私が担当している「国際関係論」とか「平和
学」は、社会科学系の学問分野です。自然科学
と違って答えが一つではないのです。多様性を
認めることが大切なのです。いろいろな価値観
があることを認めるというのが、前提だと思う
のです。したがって、多様性を尊重する精神を
身につけるというのがアクティブラーニングで
はないかと私は思っています。
　私はよく「学生に必要な５つのK」と自ら言っ
ているのですが、「好奇心」、「向上心」、「観察
力」、この３Kがその核心です。それにプラスし
て、「行動力」、「謙虚さ」があったら、素晴ら
しい学生になるだろうと考えています。こうし
た態度は、アクティブラーニングを通して身に
つけるのではないかと思います。同時に教員も、
アクティブラーニングの現場で、学生たちの５
Kを評価できるのではないかと考えます。
開発教育について
　実は私は、アクティブラーニングという言い
方が文科省から大学に伝わってくるずっと以前
から「参加型学習」という言い方でやっていま
した。大学でやることは少なく、地方公務員や
ＮＧＯ職員の研修会などで実施することが多
かったのです。
　英国のDevelopment Educationという運動が
日本にもやってきて、「開発教育」と呼ばれる
ようになりました。これは、アフリカやアジア
の途上国で起きている貧困、開発、格差、人権
などの問題を先進国の人々に伝え、公正な地球
社会を実現するために共に考え行動するための
教育の普及を目的としています。ＮＧＯによる
教育・啓蒙運動であります。
　ここでは、最初から参加型の学習方法が使わ
れ、いわゆるワークショップの手法が中心とな
ります。ですから、私は長い間、２～３時間、
あるいは半日かけて行うワークショップを大学
でどうやって実現しようか考えてきました。こ
こ数年、大学にもアクティブラーニングという
言葉が導入され、私もいろいろと工夫する機会
が多くなりました。
社会科学系授業におけるALの方法
　私たちがやってきたワークショップというの
は、具体的にいろいろなモデルがあるのです。
モデルを簡単に紹介してみます。
　１つは、「アイスブレーキング」。これは、初
めてそこの教室に集まった人たちが初対面であ
るため非常によそよそしく、その凍りついたよ
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うな気持ちをちょっと分解するために行うアク
ティビティーです。ゲームも含めたくさんの方
法があります。時間の都合で、ご紹介できない
のが残念です。
　２つ目は、「シミュレーション」です。大勢
が集まって、「貿易ゲーム」や「模擬国連」し
ます。「難民体験」というものもあります。要
するに実際の社会で起こっていることを教室の
中で疑似体験するゲームなのです。ただ、時間
の制約がある場合や大人数の教室では限界があ
ります。したがって、私は「貿易ゲーム」を毎
年ゼミの合宿でやるのですが、３時間くらいか
けて行います。５～６人のグループに分かれて。
それぞれが国家になります。与えられた資源
（紙）と道具（はさみや定規など）で商品を作
りグローバル市場に売って利益を上げるという
ゲームです。実際には各国がもつ資源や道具の
数にばらつきがあり、先進国と途上国の現実を
体験することになります。各国には大統領や外
務大臣がいて他国との交渉や援助、そして策略
があります。これは90分の授業ではほぼできま
せんので、現在大人数の教室ではやっていませ
ん。
　３つ目は「ロールプレイ」。これは、ある問
題解決のために、いろいろな立場の人になり
きってセリフを述べ合って、問題の本質を理解
しようとするワークショップです。例えば、原
発問題について、日本の政府と企業がベトナム
に原発を作るとします。討論の場に、日本政治
家や役人、日本の環境保護団体の代表、ベトナ
ムの原発予定地近くに住む農民、ベトナムの政
治家や役人など、それぞれの立場になりきって
主張をするのです。あらかじめ各自のシナリオ
を文章化してそれを読みながら実施することも
できます。これは大人数ではちょっとやりにく
いのですが、不可能ではありません。教壇の上
に数名の役者が並び、その討論を会場にいる百
数十名の学生が聴き、その後、会場の学生から
意見を聴収し、新たな討論につなげることもで
きます。
　４つ目は「ディベート」ですが、これは、ご
存知の通りですので割愛させていただきます。
　５つ目に紹介できるのは、「フォトランゲー
ジ」です。写真や絵などを見ながら、その写真
や絵が物語ることはなんだろうかとグループ別
に討論するワークショップです。これはあとで
紹介します。
　６つ目は、「ブレーンストーミング」。これは
割と普及していますので、紹介する必要はない
と思います。
　７つ目の「ＫＪ法」も、普段、やられている
方が多いと思いますので割愛します。
　８つ目に「ランキング」を紹介します。私は
いろいろな場面で、20年間ぐらい、この手法を
利用しています。ある問題を解決するために９
つの選択肢を提供し、各グループでそれらの中
から優先順位を考えてもらうワークショップで
す。例えば、インドの農村の映像を見てもらっ
た後に、「私たちにできること」について９項
目の選択肢を提供します。例えば、「日本の
ODAをもっと増やす」とか、「現地の農村青年
を日本に招いて農業研修する」、「NGOでお金
集めて、現地に寄付をする」など、与えられた
いろんな選択肢・手段をグループの人たちで話
し合って、何を優先順位にするか、ランキング
をするのです。ダイヤモンドの図表に、最も大
事なこと、役立つものを上に置きます。そして
２番目、３番目と数字を挙げていきます。
　これは90分くらいでできると思います。討論
の前に、インドの農村の写真やDVDを観るこ
とがポイントです。現地の様子を理解した上で、
みんなでグループ討論をします。これは意外と
やりやすいです。初めての方でもすぐにできる
と思います。最近私は、大人数教室、固定席で、
地球温暖化防止のための９つの選択肢を提供し、
実施しました。
固定席教室でのグループの作り方
　スライドにありますように、私の教室は、こ
のような固定席です。固定席の場合は、グルー
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プを作るのが難しいと思われやすいのですが、
例えば隣の席の２人とか３人でグループを組み
ます。これが一番簡単です。それからもう一つ
は、５～６人で組むという場合は、前の人は斜
め後ろ向くのです。ここで６人のグループがで
きるわけです。顔と声は全部一体となりますか
ら思った以上に話し合いができるものです。そ
ういうやり方でグループを作ってもらい、ひと
り30秒で自己紹介をしてから、30 ～ 40分のグ
ループ討論を行っています。準備や予習が必
要のないランキングはかなり盛り上がります。
個人的な意見を率直に述べることができるか
らです。
アイスブレーキング
　それでは４月の最初の授業で行うアイスブ
レーキングを紹介します。２列、３列で大体５
～６人のグループを作ります。そしてA4の紙
を渡し、それを４つに折ってもらいます。この
4か所にそれぞれ、「自分の名前」、「なぜこの
講義を受講したのか」、「大学生活は楽しいか」、
「今一番興味のある国際問題は」について記入
してもらいます。そして５～６人の中で自己紹
介をしてもらいます。そして、名前のところを
上にして、こうやって置いてもらい名札のよう
に利用します。大体５分くらいです。
　次に「外国から来た物を見つけよう」とい
うワークをします。あなたが身につけている
物、家に持っている物の中で、外国から来た物
がどのくらいありますか。配布されたリスト用
紙に商品の名前とそれが作られた国名を書いて
もらいます。そして、これは誰かにもらったと
か、記憶にあることを備考欄に書いてもらいま
す。そうすると、面白いほど、商品の数が集ま
ります。用紙には20項目あるのですが、20はす
ぐ埋まります。そして、みなさん初めて気が付
くことがあるのです。文房具から、衣類、靴な
どほとんどが外国製品であることです。
　これは、グローバル化の時代、もう当たり前
のことなのですが、学生たちはあまり確認する
ことがないのです。どこで作られたかというこ
とも、わからない人が多いのです。例えば、文
房具。最近は日本のブランドでも、ベトナムで
消しゴムが作られ、インドネシアでノートが作
られたりしています。一通り記入できたら、グ
ループでリーダーがこれを紹介します。次第に
携帯電話、電子辞書、Ｔシャツ、靴などがどこ
で作られたものかが明らかにされます。
　第一グループで、話題が出なかった商品を、
次のグループの人が手を挙げで言ってもらう。
これはアイスブレーキングですので、あまり時
間をかけません。詳しく説明を入れると40分ぐ
らいは必要としますが、そんなに時間をかけず
に、２～３のグループに限った発言をしてもら
えば15分くらいで終了できます。
マイケル・サンデルのやり方
　マイケル・サンデルの『白熱教室』は日本で
も有名になりました。私も前期が終わったあと、
学生にアンケートを取りますと、ある学生がこ
ういうことを書いていました。「先生は、何か
サンデル教授に影響を受けていますか」。私は、
マイケル・サンデルのやり方は、講義型という
大きな枠の中の対話をするという手法だと思う
のです。したがって、これはアクティブラーニ
ングとは言えない、ライト・アクティブラーニ
ングではないかと思います。
　私の場合は非常にディープなこともやります
し、もっと双方向でグループの討論をやります
ので、『白熱教室』とはちょっと違うと思いま
す。ただ、この『白熱教室』には、裏があるの
です。私にはできない仕掛けがあります。まず、
数百人から千人規模でするのです。同じことは
私にはできないかもしれません。なぜかという
と、これは、非常に学習意欲のある大学院生が
履修していて、かなり予習をしているのです。
文献を読んでいます。マイケル・サンデルの授
業では、ジョン・ロックやジョン・ロールズの
原著をみな読んできています。要するに、前
もってかなり反転授業をやっているのです。た
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くさんの助手がいて、別なところでやっている
のです。それで当日やってきて、対話をするわ
けです。TAが協力していますので、これが実
現しているのです。私もTAが一人いるのです
が、前もって予習するという作業はほとんどで
きません。
大人数教室における私の試み
　そこで、最後は私の試みを具体的にご説明し
ます。先ほど言いました授業中の対話、個人の
学生と対話するというのを基本にしています。
　例えば、ある課題について「どなたか意見あ
りますか」と聞くと、必ず手を挙げる人が出て
きます。でも、数は少ないです。大きな教室ほ
ど手を挙げる学生は少なくなります。ほとんど
の人は積極的に発言しませんね。これはやはり
大勢の前で個人が発言するという慣習が教室の
中に根付いてないからだと思います。
　そこで、グループを作ります。先ほど言いま
したとおり、５～６人のグループを前と後ろの
席で、「ここでグループを作ってください」と
指名して歩きます。そこで、フォトランゲージ
とか、ランキングとか企画制作とか、このよう
なアクティビティーをするのです。グループ討
論の中で、学生たちが様々な意見を述べますが、
それぞれの意見を否定してはいけないのです。
いろんな意見があるということを示すことが大
事なのです。先ほど言いました通り、社会科学
では、一つの答えというのはないのです。多様
なままにしておくこと。様々な意見がやり取り
され収斂されていくプロセスが大切なのであり
ます。これは学生アンケートにもありました。
「私はこの授業に出て、他の学生がいろんなこ
とを考えているということが勉強になりました。
今まで、こういう授業はありませんでした」と
書いた人がいました。つまり、同じ教室で100
人、200人がみんなシーンとしていると、学生
たちが何を考えているか全然わからないのです。
　ところが、グループ討論をする、発表する、
質問すると、その学生がどんなことを考えてい
るか、“自分と違うな”とわかります。「あの
人、ああいうことを考えているのか、すごいな」、
これはお互いの刺激になるのです。これはアク
ティブラーニングで非常に重要なことではない
かと思います。
　それから、私はスライドを使っていますが、
前もってそれを大学のファイルの中にいれてお
きます。そうすると家に帰って、あるいは、図
書館で検索できますので、課題を出すこともで
きます。それで、「来週はこれについて議論す
るので、みなさん、このスライドをよく理解す
るように」と説明します。
　このようなことをやっていますが、グループ
を作るというのは、大教室では非常に意味があ
ることで、グループになると必ず一人ひとこと
は喋っています。先ほど自己紹介の話をしまし
たが、必ず喋りますので、全員に発言する機会
を持たせるということがグループ討論の有意義
なところではないかと思います。
フォトランゲージの例
　これがフォトランゲージです。スライドにあ
るこの写真「コンテナ船」を見て、みなさん何
を連想しますか。私は国際関係、国際理解を促
進するために、いろいろな写真を持っています
ので、こうした写真に基づいて考えてもらいま
す。これは、おそらく１時間話しても話し切れ
ないほどの情報が詰まっていると思います。
コンテナの場合
　みなさん、コンテナというのは港に行って直
接ご覧になったことはありますか。学生はほと
んど知らないようです。驚くほど。我々のグ
ローバルな生活というのは、ほとんどこれに依
存しているのです。我々が安い服を外国から輸
入して、それを購入している。生鮮食料から、
花から、冷凍品、半冷凍品、いろいろなものが
これで来ているのです。
　1950年代、アメリカの海運王がこれを発明し
て以来、瞬く間に世界に広がりました。経済の
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グローバリゼーションというのは、このコンテ
ナ船が支えているのです。
　ところが、その実態というのはあまり知られ
ていないのです。例えば、「この船員たちはど
この国の人なのか」、「船長は誰なのか」、「船籍
はどこなのか」。これが今、どんどん大型化し
ています。「どれくらいのエネルギーを使って
いるのか」、「地球環境にどのような影響を及ぼ
しているのか」もう、いろいろなことを考えま
す。
　この写真からは、現代の社会が見えてくるの
です。こういうことをグループで討論してもら
います。そうすると、一つのグループでいくつ
もの意見が出ます。でも、それでは足りない。
そうすると他のグループが別のことを指摘する。
こういうことができるのです。これは、すごく
いい教育材料になるのではないかと思っていま
す。
　フォトランゲージというのは、一つの絵や写
真からいろいろなことを考えてもらおうという、
アクティビティーで、私たちはよくこれを利用
します。
　余談ですが、これらのスライドはみんなコン
テナです。コンテナというのは、日本の物流に
とって非常に重要なのですが、実は韓国のプサ
ンに新しくできたコンテナヤードは、アジアで
トップクラスなのです。コンテナ取扱量では世
界で第５位です。昨年、念願の新プサン港を視
察してきましたのでご紹介したくなりました。
世界の食卓
　次のスライドをご覧ください。これは別の
フォトランゲージなのですが、世界のいろいろ
な家庭の写真が三十数枚あります。いずれも各
家庭の１週間分の食料が家族とともに写真に
納まっています。この中で、「この家庭はどん
な家庭だろうか。一体どこの国なのだろうか」、
こういうことをみんなで考えてもらうのです。
　このスライドはどこの国だと思いますか。商
品を見るとわかるかもしれません。世界一豊か
な国です。アメリカ、カリフォルニアの家庭で
す。
　これはどこですか。これも豊かな国です。ピ
ザやバーガーキングがあります。これもアメリ
カです。ノースカロライナ州の家庭です。なに
かスーパーで買ったような品物が多いです。
　次のスライドはどうでしょうか。だんだん
スーパーで買うものが少なくなってきます。こ
れはインドです。インドの家庭です。
　次のスライドの家庭は、非常に質素です。こ
こにテントがありますから、難民キャンプとい
うことがわかります。これも10分くらいグルー
プで討論して、「なぜこういう生活をしている
のか。食べているのはなんだろうか。どうして
こういう状況になったのか」ということをみな
さんに議論してもらいます。これはアフリカの
チャドです。チャドのスーダン難民の家庭です。
　次のスライドもチャドです。しかし難民では
ありません。普通の生活をしている人です。
　これはどこかわかりますか。これは簡単です
ね。日本の家庭です。これは東京の小平市に住
んでいる浮田さんという家庭なのです。いかに
スーパーで買い物したもの、工場で作られたも
のが多いかということがわかります。
　このワークショップは、実は90分では終わら
ないのです。すごく長い時間かかるのです。な
ぜかといいますと、この中から貧富の格差だけ
ではなく、環境問題、栄養や健康の問題などが
出てくるのです。輸入品がどのくらいあるかと
いう、トレーサビリティの問題も出てきます。
どのくらい外国から我々は食料を輸入している
のかという食料自給率の課題も議論できます。
　次のスライドはどこでしょうか。同じアジア
でも、野菜、根菜のようなものが多いですね。
「ブータンです」。その通りです。
　このように、フォトランゲージというのは、
一つの写真から、いろいろなことを考えて、世
界の文化を理解する、食生活を理解する、グ
ローバリゼーションを理解する。予習なしにい
ろんな議論ができます。これには、大学１年生
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でも中学生でもいいですし、50代でも60代の
方々でも楽しく参加できます。いろんな方が参
加できるワークショップなのです。
開発教育協会――DEARについて
　私のゼミでは、８月に南インドヘ出かけ、ガ
ンディグラム大学の大学院生たちと一緒に、こ
のワークショップをやりました。ただ、１時間
半しかありませんでしたので、環境に特化して、
環境に優しい国はどこだろうというテーマでグ
ループ討論しました。今使用した写真ですが、
これは私も関わっている開発教育協会、（通称
DEAR）が製作した「世界の食卓」という教材
から写真を選びました。この教材はテキストと
写真三十数枚をセットにして販売されています。
私はこの団体に長く関わっています。団体創立
30周年の時に、会員から寄付を集め、世界中に
プロのカメラマンを送って100万円ぐらいの予
算で作りました。こういう手法に関心のある方
は、検索してみてください。「開発教育協会」
でもDEARでも検索できます
　ここでは、いろいろなワークショップの手法
を公開していますし、教材の作製、提供、また
研修会も行っています。全国にたくさんの会
員がいまして、学校の先生、自治体職員とか、
NPOスタッフ、いろいろな方がいます。ぜひ
ご参考にしてください。
ワークショップ――プロジェクト設立提案書
　最後に、学生約40名で行っていますが、私の
「平和学」の授業で実施しているワークショッ
プを一つだけ紹介させてください。「プロジェ
クト設立提案書」というのを、15回の授業で一
度やるのですが、これは最初からグループに分
けてやります。テーマは北東アジアです。今、
日中韓の関係がようやくサミットができるとい
う段階にきましたが、あまり関係がよろしくな
い。「北東アジアの平和実現のために、あなた
は何ができますか」というプロジェクトをグ
ループで実施するものです。プロジェクトの名
称から設立の趣旨や目的、設立母体、時と場所、
資金など、グループのメンバーで考えて立案す
るのです。前もって課題を出しておけば90分授
業で、５つのグループ発表ができます。今年度
実施した３つのプロジェクトを紹介します。
　あるグループは、「日中韓で学生のスポーツ
大会」を企画しようとするものです。これはど
うも、大学側から資金が出るのではないかと期
待しているのです。
　次のグループには中国や韓国の留学生も
入っていたのです。面白い名前を付けました。
「NKC料理フェスティバル」で、NKCという
のは、日本と韓国と中国の頭文字らしいのです
が、それぞれの国の放送局が協力し合って、こ
の料理大会をやるということです。7500万円の
予算で企業のスポンサーを募る計画です。
　これらは、夢物語かもしれませんが、学生が
主体的に自分の周りの北東アジアの平和にどう
貢献できるだろうか。何か交流しなければいけ
ない。こういう情熱があれば、いろんな案を出
してくるのです。グループで、２つ、３つ案が
出るのです。それを１つに調整する。この作業
もまた、勉強になるわけです。
　３つ目のグループは、「ホームステイしよ
う」という、非常に身近なプロジェクトでした。
おわりに
　以上、私は開発教育のいろいろな手法やモデ
ルを使って、実際のアクティビティーを紹介し
てきました。準備や予習が必なもの、長い時間
が必要なもの、30 ～ 40分でできる簡単なもの、
10分でできるアイスブレーキングなど、様々で
す。そうした一つひとつの手法、モデルが理解
できれば、あとは応用と工夫です。アクティブ
ラーニングは簡単なものから始めて、各自が経
験の中から工夫を積み重ねて、オリジナルなも
のへと進化するのではないかと考えております
ご清聴どうもありがとうございました。
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　佐渡友先生、ありがとうございました。大学
教育を考える３つのキーワード、初年次教育、
反転授業、能動的学修、それから、フォトラン
ゲージを中心としてディベートによる方法、そ
して話題提供の中で、「質問の答えは一つでは
なく多様なままにしておく」という、多くのヒ
ントをいただきました。どうもありがとうござ
いました。
　では、３つ目の話題提供として、「大人数授
業をよりアクティブにするために～事務職員に
できること～」と題しまして、法政大学小金井
事務部学務課課長の細田より発表させていただ
きます。では、よろしくお願いします。
話題提供
「大人数授業をよりアクティブにする
ために～事務職員にできること～」
細田 泰博
（法政大学 小金井事務部学務課 課長）
　ご紹介いただきました細田です。初めて、こ
のようなところに登壇してお話させていただく
機会をいただきました。一生に一度ぐらいのこ
とだろうと思ってお話をさせていただきます。
　本日のアクティブラーニングについてのFD
の催し、メインディッシュはたっぷりいただい
たかなと思います。どうかデザートだと思って
事務職員の目から見ましたアクティブラーニン
グ、「アクティブラーニング　ザ　ビヨンド」
裏側は、こうなっているのかと思ってお聞きい
ただければと思います。
はじめに～私が関わった内容とその背景～
　さっそく、本題に入ります。今日私がお話申
し上げる中身ですが、「法政学への招待」とい
う授業に関わり大人数授業の中でアクティブ
ラーニングのいろいろな仕掛けについて、どん
なふうに事務職員として関わったかというエピ
ソードを紹介したいと思います。
　先程、先生方の講演の中で、私が説明しよ
うと思っていたポイント――例えば、「自校教
育」の話、そしてクリッカーの話など “あの話
もこの話も出てしまったー！”というところが
あるので、逆にここらへんは説明を割愛しなが
ら進めて大丈夫だと考えています。できるだけ、
ビヨンドで起こったエピソードを紹介したいと
思いますので、もし、何かわかりにくいことが
ありましたら、後ほどお訊きいただければと思
います。
　なお、私は先生方と違って、授業の内容を説
明する立場にはありませんのでご了承ください。
「法政学への招待」という授業は今年で５年目
で、昨年度に４年間の総括を兼ねて雑誌「法
政」で特集を組んでいただきました。私に訊く
より、これを読んでいただいた方がわかるかと
思います。
「明日の法政を作る」審議会での提言
　中教審の答申「学士課程教育の構築に向け
て」、これを受けて法政大学では、「明日の法政
を作る」という審議会を作って、いろいろな施
策を考えたのですが、その中でも、大学特有の
大規模授業は学習効果が薄いのではないか、こ
れはなんとかしないといけないだろうと、これ
に対する施策がいろいろと出されました。
　今日、お話する「法政学への招待」のほかに
も、法政大学の取り組みであげておきたいのが、
「学生アシスタント制度」と、「授業資料の印
刷代行サービス」です。何も法政大学が初めて
というわけではないのですが。
　大規模授業に限ってこういうことを行った背
景というのは、やはり大人数授業での学習効果
というか、受講する学生に対する「何かをしな
ければいけない」というものがありまして、そ
のためには教員に何か考えて欲しい、新しい工
夫をして欲しいという、その手助けとして“こ
のような学生アシスタントが大規模授業に付き
ますよ”、“印刷資料があるのだったら、原稿が
あればこちらで刷っておきますよ”、“配るのは
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学生アシスタントがしますよ”と、裏を返せば、
先生、その余った時間で先生の授業なんとかし
てくださいという、そんな理由があったわけで
す。
　さて施策の中の一つ、本学でも自校教育――
これは、大学のことを知って欲しいというより
も、初年次教育で、こういうことを学ぶことに
よって４年間大学で学ぶ指針、きっかけ、想い、
そういうものを受講者に持ってもらいたいとい
うことで、この授業が設けられることになりま
した。
　2011年よりこの授業を開講するということで、
前年の2010年に運営委員会が立ち上がりました。
そのとき私も事務局として加わりました。事務
局といっても、私一人だけだったのですが。そ
こでこんなことをやりましたというお話をさせ
ていただきます。
「法政学への招待」事務局としての心構え
　この「法政学への招待」、先ほど追手門の自
校教育のほうも見せてもらいましたが、やはり
似ていると思います。各回の授業にいろいろ
テーマを設けて、専門の方を呼んで講義してい
ただくといういわゆるオムニバス授業です。オ
ムニバス授業というのはこれまでも本学の中で
もいくつかありますし、どこでも似たような仕
掛けをやっていると思うのですが、やはり単な
る輪講になってしまうリスクがあります。受講
生からすると、“各回おもしろくてバラエティ
に富んでいたが、この授業の趣旨はなんだった
のかわからない”というのはオムニバス授業で
よく聞かれることです。
　この「法政学への招待」という授業は先ほど
申し上げた趣旨があり、日本の法制度や教育史
そういう歴史の中で、法政大学もしくは法政大
学の人々がどういう立場にあったかを見せてい
こうとしたものでした。
　例えば大隈重信が創った大学とか福澤諭吉が
創った大学というのは、みなさんご存知です。
うちに入学してくる者も、それはみんな知って
います。では、法政大学は誰が創ったのか。私
は職員なので全然知らなかったとは言いません
が、実をいうとあまりよく把握はしていません
でした。ボアソナード博士は、創ったわけでは
なく講義をしていたということです。そこらへ
んをきちんと知る、またそれよりも、無名の
人が創った大学ということを入ってきた学生
に知ってもらって、“知恵と勇気”を与えたい。
この趣旨を果たしてこの授業を通して伝えるこ
とができるか。ここが肝だと思いました。
　そのために、運営委員会の委員つまり教員か
ら全部の授業にずっと出ていただくコーディ
ネーターを２人選びました。コーディネーター
に選ばれた方も、別に法政学という授業の専門
家というわけではありません。それぞれ他に専
門のある方で、「頼みますよ、半年間」という
ことでやっていただいています。私はこの方々
のモチベーションがカギになると考えました。
この方々のスタンスによって、やはり単なる輪
講になって終わってしまうか、趣旨を受講者に
伝えることができるか。事務局は授業に関わる
と言っても、前に出て喋るわけではないですか
ら、コーディネーターのモチベーションを上げ
るために何ができるのだろうということを私は
考えました。
　オムニバス授業の大変さというのは、簡単に
いうと面倒くさいということです。とにかく、
各回の人をまず、選ばなければいけない。選
んだら、オファーをしなければいけない。オ
ファーをして「ちょっとこの日はダメなんだよ
ねー」と言われたときの日程や人の入れ替えを
どうするか。資料やパソコンは使うのかも確認
して、使うものを用意しなければいけない。最
後に、時間になっても来ないというような、こ
ういった時間と心理面での負担もあります。こ
こを肩代わりできればもっとコーディネーター
の方に別な何か工夫をしていただけると考えま
した。逆に言うと「これらの負担は私にも負う
ことができる」そう考えました。
　まず、考えたのが授業実施の段取りのための
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事務作業です。事務職員を26～７年続けてい
ると、その教員の特性というのを大体掴んでい
ますから、他の学校の先生を呼ぶにしても、こ
れくらいのスパンで言っておけば、あともう一
回ここでリマインド出せば、こういうことを
やっておけば大丈夫だろうというのがわかりま
す。ここを肩代わりすることで、コーディネー
ターの二人の先生により深く、例えばその回に
お呼びする方のことを調べていただく、授業の
中で単に紹介するだけではなくて、対話をして
いただく、こういうことで授業が深まるのでは
ないかと考えました。
事務局がしたこと
　事務局がしたことで具体的なエピソードをい
くつか挙げさせていただきます。
　新設科目を作るときは今ある時間割に割り込
んでいくので、どこへ時間を入れるかと同時に
教室の確保をしなければなりません。受講者数
が未定での教室確保の場合には、万が一、受講
者が教室に入りきらないで溢れるのではないか
という心配があります。それで、薩埵ホールと
いう800人入る部屋を押さえました。先生方は
「そんなに」とおっしゃいましたが、溢れたら
困るのです。それでも心配なので、予備抽選を
することにしました。法政学の受講希望者の抽
選を１週間前の昼休みに行いました。結果的に
は、抽選には全然人が来なくて、２年目から抽
選はやめました。その後も受講者は大体200人
弱くらいで推移しています。薩埵ホールでは授
業時に臨場感がないということで、３年目から
は普通の教室へ移動しました。
　そして、クリッカー。私はFDの担当もして
いたので、業者に勧められてこれを買いました。
しかし事務職員がこんなものを買っても使い途
がありません。そこで、法政学の講義で使って
いただくよう提案しました。使ったことのある
先生もいました。しかし、仕込みが面倒くさい
という欠点もあるのです。クリッカーのインス
トールや映し出す画面を作るという環境設定を
しなければなりませんし、レシーバーをパソコ
ンにきちんと差さないと作動しないなど、操作
にもちょっと気を遣います。
　クリッカーの使い方としては、各回の授業で
最後に「振り返り」というかたちで、今日の授
業でのポイントのクイズ――あらかじめ先生に
設問をいただいて、私が４択をつくりました―
―をしました。
　クリッカーによるクイズを、眠気覚ましにな
るというだけでなく、楽しみにしてくれた学生
もいるようです。この授業では、リアクション
ペーパーを使っているのですが、操作をミスし
たりするとリアクションペーパーに「クリッ
カーもうちょっとしっかりやってください」と
書かれたりしました。
　この授業の特徴のひとつにグループワークが
あります。先生方の中には、少人数の授業しか
やったことがないという先生もいらっしゃいま
す。そういう先生方からすると「200人でのグ
ループワークってどうやってやるの？」、「そん
なことできるの？」と思うわけです。この中で
「やるぞ」と言ってくれた小林ふみ子先生は、
ガールスカウトの経験もあるため「大丈夫、大
丈夫。やれるから」とおっしゃるのですが、他
の先生は結構心配していました。
　ここで私が思ったのは、他の先生方の心配を
払拭するためにも、“小林先生のやりたいこと
を何としてでも実現しなければならない”とい
うことでした。できれば、小林先生がやりたい
ことを先に感じ取って、十二分に実現させてあ
げたいと考えました。
　私が具体的にやったのは別段大したことでは
ありません。例えば、グループ分けで、このグ
ループワークは、グループ分けを前日に決める
ということはしません。当日欠席の人もいるか
もしれないからです。グループ分けの方法は、
カードを作っておいて、当日教室の入り口で一
人一枚ずつ配ります。カードには番号が書かれ
ていて、教室の中に入ると、その番号のテーブ
ルに分かれて座ります。この方法にすると、仲
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良しグループで一緒に教室に来た場合、違う番
号のカードを渡されるので教室内では違うグ
ループになります。このやり方は、私が考えた
のではなく、他の授業で使っている方法を聞い
たものでした。ここはミソなので、この中に事
務の方がいらっしゃるならお伝えしたいのです
が、先生方に「こうやったらいいですよ」と
言っても「やるのはいいけど、それを私がやる
の？」となりますから、「先生、こういうやり
方があるので、作ってきましたからやっていい
ですか」とここまで言うと、先生はイヤとは言
いません。「痒いところに手が届く」というス
タンスが大事だと思います。
　また先生に「描くものと描かれるものを用意
してください」と言われたら、スケッチブック
と色マーカーを用意しました。この方が楽しい
からです。学生に、自分の筆記具と白い紙を
使ってくれというより、スケッチブックと色
マーカーがある方が楽しい感じが与えられる
と、裏方ではこんなことを考えていました。こ
うやって、お膳立てしたことで、学生も盛り上
がったかもしれないし、何よりも先生が「ここ
までやってくれたんだったら、もう少し頑張ろ
うかな」となったのではないかな、と思います。
　このほか「応援団が授業に登場」は、この授
業の中で一度、“校歌をちゃんと覚えよう”と
いう回があります。校歌を覚えたら野球の応援
とかいろんなスポーツの応援で歌うことがあり
ますので、実際に授業でその通りにやってみま
しょうと応援団を呼びました。１年目の授業で
のリアクションペーパーに「応援団に歌っても
らったのはよかったのですが、もっと歌えるま
で歌唱指導して欲しかった」と書かれまして、
先生に「細田さん、これ、できませんか」と言
われ、いやいやマイクを持って歌唱指導をしま
した。合唱のOBの職員にもお願いして二人で
やったのですが、ものすごく嫌な汗をかきまし
た。職員は、みなさんの前に出て教えるという
のは本業ではありません。もう二度とやりたく
ないと本当に思いました。
教員のポテンシャルを信じる
　私が思うに、教員というのは業の深いいきも
のだと思います。知らないことがあると、調べ
ずにはいられない。調べたら、人に教えずには
いられないのです。教えて、相手の反応がない
と、わかるまで追っかけていく――追っかけて
いくというのは変かもしれませんが、どうやっ
たら、わかるのだろうと悩むのです。我々から
すると、その執拗さというのは、とにかく感心
します。そういう業が深いところをつかんでい
ると、何をバックアップしたらいいかというの
がわかってくるのです。先ほども言いましたが、
他の教員から得たものをこちらの先生に手渡す、
「こういった手法がありますよ」というように
やっていくと、だんだん伝わっていく、どんど
ん使ってくれる、そういう教員のポテンシャル
を信じて、それを引き出すということが職員の
務めだと思っています。
職員の役割
　実際に授業の中で、そういう役割と自分を位
置づけてやってきて、気付いたというか、結論
付けたところがあります。これを最後にまとめ
としてお話しします。
　よく教員と職員は「車輌の両輪」だと言われ
ています。ちょっと、私は“違う”とは言い切
れないのですが、少し違う言い方があると考え
ました。私、職員はキャタピラだと思っていま
す。教員は駆動輪だと思っています。駆動輪が
いっぱいついたものをキャタピラでつなげると、
ブルドーザーとか、戦車とか、ものすごい馬力
を持ちます。駆動輪が１個や２個欠けたり、サ
ボタージュしても、キャタピラがあると、ちゃ
んと車両は動きます。教員と職員の関係はそう
いうものだと思うのです。
　キャタピラがついている車両は、切り返しを
しないで180度転回とかできます。だから、い
ろんな意見を持っている先生方がいても、うま
く職員がキャタピラになって動かしてあげれば、
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小回りが効いたり、方向転換したりできて、と
りあえず動かなくなったり、穴に落ちたりしな
いで済みます。キャタピラだったら、穴に落ち
ても、上がってきます。私はかねてからそうい
う関係になりたいと思っていました。
　複数の教員の力をうまくコーディネートして、
我々職員が先生方と先生方の間に立って、情報
を共有してもらう、複数の教員の力を合わせる
ことができる場をつくる、そういうことによっ
て、何か大きなことができて、それが最終的に
は、やはり学生のためになるのだと思います。
　私はある上司からこんなことを言われました。
「大学というのは、学生に何か付加価値を与え
て送り出す。これに尽きるんだよ」と。では、
この付加価値を付けられるものは何かと言った
ら、やはり授業だと思うのです。授業が一番だ
と思うのです。その授業を、うまく付加価値を
与えられるようなものにするには、学生をこっ
ちに向かせなければいけません。また、先生方
にもいろんな工夫をしてもらうためにいろんな
情報を交換、交流してもらう。これができて、
先生の苦労が報われたところを見る、すなわち
学生が成長していくところを目の当たりにさせ
てもらったことが、この４年間で非常に幸せに
感じたところです。これが、これからも職員と
しての仕事のモチベーションになっていくのだ
と思っています。
　きちんとした結論はないのですが、ちょっと
授業の裏で“こんなことが行われていた”とい
うことを知っていただければありがたく思いま
す。ご清聴ありがとうございました。
司会
　細田課長、どうもありがとうございました。
「法政学への招待」設置の背景、それから事務
局としての心構え、事務局がしたこと、クリッ
カーでの工夫――FD推進センターでもクリッ
カー非常に汎用的に利用させていただいていま
す。それから、教員としては非常に頭が痛い、
「教員の痒いところに手が届く」、これは教員
にとっては、非常にしてほしいですが、なかな
か難しい相互のことがあると思いました。「応
援団が授業に登場」というところで、私は授業
に潜ったことがありませんでしたが、応援団が
出るということで、初めて授業に潜ってみまし
た。非常にわかりやすい内容でした。最後のと
ころで、「職員の役割」、キャタピラという話も
ありました。どうもありがとうございました。
　本日、「大人数授業での工夫」ということで、
４名の方々にお話いただきました。各先生方、
事務方の職員、裏方の仕事も含めまして、非常
に参考になったと思います。是非、各大学に
持って帰っていただいて、また、自分の授業、
各大学での「大人数授業」の工夫に役立ててい
ただければと思います。改めまして、４人の方
に拍手をもって感謝を示したいと思います。ど
うもありがとうございました。
